













































































3高 搭へのあこがれ4劇 場 と闘技場
5水 道 と橋6神 の舘7礼 拝,集 会
の堂8冥 想の空間,回廊9教 えを説
くタンパン10物 語る柱頭13霊 廟の建




1建 築の構成美2対 称 と非対称の均整
3建 築の直線 と曲線5面 の壁,畳 の壁
7比 例 と形の調和8上 昇感の構成9
下降感 と安定感10錯 視の造形心理11
木割 と建築の構成12並 列の リズム15
聖堂建築のファサー ド16ハ ーフティン




1建 築 と素材2建 築 と構造3切 石
の肌,ル スティカ4ま ぐさ式 とアーチ
式5石 積みアーチとドーム7彫 り出




構造19虹 梁と横断アーチ20リ ブ ・ヴ
ォール トの構造21斗 梹肘木の造形22
手挟と持送 り23梁 組みの面白さ25荷
重 と支柱26控 壁 と飛梁28水 上の館
29懸崖の堂30大 建築 と小堂33ス ケ
ルトン構造 ・カーテンウォール
④ 風土,民族性から
1風 土 と建築の素材2建 築 と屋根3
建築の開口部4白 壁の美5自 然 との
調和6開 放性と閉鎖性7自 然性 と人
工性10ポ ーティコと車寄せ11茶 の湯
の草庵12庭 の造形,風 景式 と幾何学式
13象徴の庭,借 景の庭15窓 のデザイン
16扉のデザイ ン19風 土 と民家21町
ぐるみの造形
⑤ 造形の思想,形の感情
1建 築にみる思想,形 の感情2無 限,
悠久の夢5機 能 と装飾,装 飾の心7
魑魅魍魎の世界8建 築の内と外14簡
素 と絢爛15誇 張,強調の造形16習 合,
混淆の様式17重 厚 と軽妙18技 巧 と素
朴20華 麗 と枯淡21淡 白の美,Y厚 の
美22清 浄,端 正の美24荘 厳 と奇抜
27怪奇 と神秘28わ び ・さび,といき
⑥ 建築の歴史から































































































































もの で あ る 。 そ こ に歴 史 地 区 に お け る サ イ
ン の 在 り方 へ の 新 た な 提 示 方 法 を見 い だ し
う る もの と考 え る 。
参考文献
・川村博 忠 『国絵図』 日本歴史学会編 吉川弘文館
1991
・林 玲 子r日 本の近世5』 中央公論社1992
・武野 要子 『博 多商人 とそ の時代』葵書房1990
・奥村 玉蘭 『筑前名所図会』西 日本新 聞社1973






ユーザ ・イ ンター フェイス設計論
佐藤啓一

































































表 現 法 を 基 礎 と し て,現 在 ユ ー ザ ・イ ン タ
ー フ ェ イ ス 設 計 の 支 援 シ ス テ ム の 開 発 を 進
め て い る。 こ の シ ス テ ム で は,デ ザ イ ナ ー
の 視 点,作 業 領 域,お よ び 設 計 ツ ー ル が 拡
大 さ れ,設 計 と検 証 の 同 時 性 を実 現 して い
る 。 ま た,情 報 の 多 側 面 性 に よ り,回 路 設
計,ソ フ トウ ェ ア 設 計,製 品 デ ザ イ ン な ど
の 異 領 域 間 で 設 計 情 報 の 共 有 化 が 可 能 とな
り,分 散 し た 設 計 組 織 で の 新 し い 協 調 設 計




































































































か ん き ・さだ む


































































































































































































































































































































































真 壁 系一 切妻系に多く軽快でリズミカル,
抽象構成的壁面分割の意匠美
大 壁 系一 入母屋に多く重厚,生子壁系の
意匠には地方的特色が加わる









装 飾 性一 簀子天井・壁面梯子・天井裏締
縄などの抽象的紋様構成















































OSAKA咲AKASOキ ャ ンペ ー ン
都市のイメージア ップ戦略,そ の背景 と展 開
北辻 稔
大阪のイメージは概 して良 くない。厂食
























































































































































ウィリアム 。モ リスのブ ックデザイ ン


































は活字 自体 と同 じくらいペ ージの一部 をな
す はず の もので あ り」 「その本 にふ さわ し
い建築 的な制約 に従 わなれ ばな らない」エ
レメン トである と判 断 している。つ ま り,
タイポグラフィー とイラス トンー ションに
構造体 を与 えてい く役 目が,彼 の言 うブ ッ
クオーナメン トなので ある。
ヴェール ・プレ・ス(1896-1903年)を主
宰 したチ ャール ズ ・リケ ッツのボーダーは,
イル ミネー ションで あ りなが ら各々一冊 の
本のためにデザインされたオーナ メン トで
あ り,書 籍の内容 やイメージに合 わせたイ
ラス トレーシ ョン的エンメン トである とい
える。 リケ ッツに とっては,タ イ トルペー
ジは,そ の書籍一度 きりのイラス トレーシ
ョンであ りオーナメン トであって,フ ォー






















































































































































































































発 表 要 旨







































































































モーザーを始 めウィー ン分離派め多 くのデ
ザイナーによる象徴的な主題 を持 つ挿 し絵
が掲載されている。 これ らに対 してE・ オ
ル リックの個々のモチーフの象徴性 はそれ
ほ ど強調 されず,む しろ輪郭線 をさ らに細





的で はあるが,象 徴 されるイメージが幾重
にも重ね られ る事 はない。則 ち線的表現を
用い る事 によ り,情 景描写的 に空間 を構成
しているので ある。
E・ オル リックの造形 は,イ メー ジを再
現す る技術への こだわ りであ り,版 画 を基
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以上のよ うに ミュルーズ,リ ヨンにおい
て 日本的なテキスタイル製 品が製作 された
ことを万国博覧会の出品物 を中心に見て き
たわけだが,絵 画 にお けるジャポニスム と
違 って,非 常 に産業 に結びついた分野で あ
るた め生糸貿易や当時の服飾,と りわ けウ
ォル トとの関係 な どとも絡 んで独自の展開
をみせている と言 える。特 に リヨンは中世
以来,長 く伝統的 に王室のための豪華な絹
織物 を作 ってきたわ けだが,フ ランス革命
によってその需要 に大 きな打撃 を受 けた。
そして生産方針 としては大衆化の道へ進 ん
だのだが,そ の第一歩 がジャカー ドによる
大量生産 とい った技術革新であった。 この
発明は複雑な織 りを可能 にしたため,次 に
はデザインの ことが考慮 されなければな ら
なかった。ち ょうどそういった時代背景 の
ところへ 日本 のデザ インを取 り入れる機会
があった と考 え られ る。それまでの リヨン
の豪華 な紋織 が1870年代頃か らしだいに全
く違 うものへ と変化 し,日 本的な ものが現
れている状況 を考 えると,リ ヨンのデザイ
ナーにとって 日本のデザイ ンを採用す るこ



































め,モ ノトーンの灰色 ・黒 ・白が主勢とな
った。そして トロピカルな風潮からイギリ
ス ・ノルウェイ等北欧風のスタイルが主流
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